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橋浦史一教授（退職教員）業績一覧

①　研究職歴
昭和５０年４月１日　　信州大学講師教養部
昭和５５年４月１日　　信州大学助教授教養部
平成４年４月１日　　信州大学教授教養部
平成７年４月１日　　信州大学教授人文学部
平成１０年４月１日　　信州大学教授教育システム研究開発センター
平成１２年４月１日　　信州大学教授人文学部
平成１８年４月１日　　信州大学教授全学教育機構

②　学術論文
１　『小説神髄』における馬琴の投影，１９７２年９月，日本文芸論稿　第４号
２　藤村文芸の形成と「山家ものがたり」－透谷受容の一視点－，１９７３年９月，文芸研究　
第７４集
３　文芸作品の鑑賞と研究－作品論から「文芸史」への試み－，１９７３年１２月，文芸研究　第
７５集
４　『嵐』論－「嵐」の意味－，１９７４年２月，日本文芸論稿　第５号
５　『春』の発想，１９７４年９月，文芸研究　第７７集
６　「家」から「新生」へ－作品解釈の視点－，１９７４年１０月，文化　第３８巻第１，２号
７　『破戒』論－主題と評価－，１９７５年３月，日本文芸論稿　第６号
８　北村透谷の「文学史」像，１９７６年１１月，『日本文芸論叢』
９　『若菜集』における「春」の意識，１９７７年５月，文芸研究　第８５号
１０　短編「並木」－「青春」の行方－，１９７８年１１月，『島崎藤村－課題と展望』
１１　藤村の短編「女」の作中人物について，１９８０年２月，解釈　第２６巻第２号第２９９集
１２　藤村の「うすごほり」「うたゝね」（詩群総題）の意味，１９８０年９月，島崎藤村研究　第
６号

１３　『新生』論－「岸本」の「フランス」－，１９８１年３月，信州大学人文学部「ヨーロッパ
精神史における愛の諸相」

１４　「春」に見る愛の行方，１９８２年８月，島崎藤村研究　第９・１０号
１５　北村透谷の「情熱」について，１９８４年２月，信州大学教養部紀要　第１８号
１６　『新生』論－その「構想」の特色について－，１９８４年１２月，島崎藤村研究　第１２号
１７　島崎藤村とフランス自然主義，１９８６年４月，解釈　第３２巻第４号第３７３集
１８　藤村の「草枕」とミルトンの『失楽園』－藤村の「ヒューマニズム」への一視点－，
１９８７年２月，信州大学教養部紀要　第２１号
１９　『新生』論－発端としての藤村の思念について－，１９８８年２月，信州大学教養部紀要　
第２２号
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２０　藤村と東京－作品に見る藤村と東京－，１９９２年９月，島崎藤村研究　第２０号
２１　『若菜集』の成立，１９９４年１月，『日本文芸の潮流』
２２　『破戒』の読みについて－「丑松」の「告白」－，１９９４年３月，信州大学教養部紀要　
第２８号

２３　藤村と上田敏，１９９９年１０月，『論集　島崎藤村』
２４　『新生』とその周辺，２００４年３月，信州大学人文学部人文科学論集　第３８号
２５　島崎藤村－松尾芭蕉の文学とその足跡を追って－，２０１０年３月，信州大学全学教育機構
人文・社会科学分野G.E.プロジェクト報告書

２６　島崎藤村－松尾芭蕉の文学とその足跡を追って（続）－，２０１１年３月，信州大学全学教
育機構人文・社会科学分野G.E.プロジェクト報告書

③　その他
１　島崎藤村の文学と女性たち，１９８７年１１月，上條宏之・西村真一・仁科惇編『信州の近代
化と女性』
２　信州と近代文学－軽井沢と木曽路－，１９９５年１０月，信州大学「信州の歴史と文化」編集
委員会編『信州の歴史と文化－山と平と文学と－』
３　三好行雄・竹盛天雄・吉田熈生・浅井清編集『日本現代文学大辞典』，１９９４年６月，分
担執筆，作品編５項目，人名事項編４項目

④　学会活動
昭和４７年４月　　日本文芸研究会会員（現在に至る）
昭和５０年４月　　日本近代文学会会員（現在に至る）
昭和５０年４月　　島崎藤村学会会員（現在に至る）
平成２２年９月　　島崎藤村学会全国大会大会委員長

⑤　学会発表
１　『若菜集』における「春」の意識，１９７５年１０月，日本近代文学会秋季大会
２　『破戒』論－「丑松」の「告白」－，１９８８年９月，日本近代文学会９月例会
３　藤村と東京－作品に見る藤村と東京－，１９９０年９月，島崎藤村学会全国大会シンポジウ
ム
４　『新生』論－「岸本」と「節子」－，２００４年９月，島崎藤村学会全国大会シソンポジウ
ム

⑥　学内業績
平成２１年４月１日　　信州大学附属図書館松本合同図書館副館長に兼務（全学教育機構担

当）
平成２２年４月１日　　信州大学附属図書館松本合同図書館副館長に兼務を解除（全学教育機

構担当）


